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斜吊りアーチ橋の構造特性についての考察 
 

土木大学 学生会員 ○宮地 一裕 
土木大学 フェロー  中村 俊一 

 
１．はじめに  

 斜吊りアーチ橋は斜張橋とアーチ橋を組み合わせた新しい

吊り形式橋梁であり，田中・中村・加藤が提案している 1)．ま

た，実際にも類似の構造がマレーシアで建設されている 2)．本

論文では，設計荷重により斜吊りアーチ橋に発生する断面力

および変位を，斜張橋およびアーチ橋と比較し，その構造特

性を明らかにする． 

 

２．検討する３つの対象橋梁の構造諸元  

 対象とする斜吊りアーチ橋は２主塔３径間連続橋とし，主

径間長３００ｍ，側径間長２００ｍとした（図１）．これと同

一の諸元を有する斜張橋を図２に，斜吊りアーチ橋の主径間

のみに着目したアーチ橋を図３に示す． 

 設計荷重は，死荷重強度（D）および活荷重強度（L）とし

た．活荷重強度は道路橋示方書のＢ活荷重を全橋面に固定載荷

した．この設計荷重に対して許容応力度以内になるよう部材断

面を設定した．鋼板は SM490 材，ケーブルの引張強度は 1570 
MPa（安全率 2.5），主桁は鋼製１箱桁，主塔は鋼製Ｙ型，ア

ーチ・リブはコンクリート充填鋼管を仮定した． 
 

３．部材断面力に関する考察  

 線形構造解析により得られた，３種類の橋に生じる設計荷重による部材断面力を図４から図１０に示す． 

図４は主桁軸力を示すが，斜吊りアーチ橋は斜張橋の約 40%である．図５より，斜吊りアーチ橋の主桁曲げ

モーメントはアーチ橋より小さいこと、斜張橋は異なった形状を示すが，最大・最小値は斜吊りアーチ橋とほ

ぼ同程度であることがわかる．アーチ・リブに作用する圧縮軸力を図６に示すが，斜吊りアーチ橋はアーチ橋

の約 60%である．また，図７に示す曲げモーメントも斜吊りアーチ橋はアーチ橋より小さい．斜吊りアーチ橋

と斜張橋の主塔に作用する軸力と曲げモーメントを図８，図９に示す．いずれも斜吊りアーチ橋は斜張橋の半

分以下である． 

 斜吊りアーチ橋と斜張橋のケーブル張力を図１０に示す．斜張橋のケーブル張力はアンカーケーブルと支間

中央ケーブルが最大で主塔に近づくにつれ減少する．これに対して，斜吊りアーチ橋は主塔近傍を除いてほぼ

均一である．両橋の最大値を比較すると，斜吊りアーチ橋は斜張橋の約 40%である． 

 

４．変位に関する考察  

３種類の橋梁の主桁，アーチ・リブ，主塔の変位を図１１，図１２，図１３に示す．いずれも斜吊りアーチ

橋に発生する変位は斜張橋およびアーチ橋より小さいことが理解できる． 

 キーワード 斜吊りアーチ橋，斜張橋，アーチ橋，線形構造解析 

 連絡先   〒259-1292 神奈川県平塚市北金目 4-1-1 東海大学 土木工学科 ＴＥＬ0463-58-1211 

図１ 斜吊りアーチ橋 

図３ アーチ橋 

図２ 斜張橋 
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図１３ 主塔の水平変位(D+L) 

図１１ 主桁の鉛直変位(D+L) 

図９ 主塔の曲げモーメント(D+L) 

図１２ アーチ・リブの鉛直変位(D+L) 
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５．まとめ  

提案した斜吊りアーチ橋に発生する断面力・変位をアーチ橋および斜張橋と比較した．その結果，斜吊りア

ーチ橋に発生する主桁，主塔，アーチ・リブの曲げモーメント・軸力は斜張橋およびアーチ橋に比べて小さく，

斜吊りアーチ橋のケーブル張力の合計は斜張橋の約 40％であった．また，変位も斜吊りアーチ橋は斜張橋と

アーチ橋に比べて小さい．これらは，従来形式の斜張橋にアーチ・リブを付加したことが寄与しているためと

考えられる．構造全体として，斜吊りアーチ橋の構造特性は，斜張橋とアーチ橋の中間的な挙動を示すと言え

る．以上より，斜吊りアーチ橋は斜張橋とアーチ橋に比べ構造的により合理的であると考えられる． 
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図４ 主桁の軸力 (D+L) 図６ アーチ・リブの軸力(D+L) 

図５ 主桁の曲げモーメント(D+L) 

図８ 主塔の軸力 (D+L) 図１０ ケーブル張力(D+L) 

図７ アーチ・リブの曲げモーメント (D+L) 
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